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2014年 8月 18日 から連 日 13回にわたり、北海道新聞の夕刊紙面の、「私

のなかの歴史」で、「ヒグマ研究 45年」と言 う題で、私 (Fヨ崎允昭)が、私の
「ヒグマについての考え、人と熊の共存策J等を口述、編集委員の「中尾 吉
清Jさんが取材文章化し、掲載されました。その第 5回日、8月 22日 (土曜日)
掲載をここに再録 しますので、ぜひ、お読み下さい。
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私
は
生
態
調
査
の
結
果
か
ら
、
人
に

対
す
る
ヒ
グ
マ
の
行
動
を
、
次
の
９
種

類
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分
類
し
て
い
ま
す
。
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①
入
と
遭
通
し
な
い
よ
う
、
注
意
し

な
が
ら
行
動
す
る

一
②
人
が
来
た
ら
、
身
を
潜
め
る
か
移

動
す
る
③
入
と
遭
遇
し
た
ら
、
す
ぐ
に
身
を

翻
し
離
れ
て
い
く

．④
そ
の
場
で
し
ば
ら
く
人
の
様
子
を

う
か
が
う
。
立
ち
上
が
る
こ
と
も
あ
る

⑤
少
し
近
づ
い
て
来
る
こ
と
も
あ

る
。
人
の
様
子
を
う
か
が
い
、
な
か
な

か
離
れ
て
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る

⑥
前
記
⑤
で
、
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の
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、
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時
に
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、
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１
９
８
６
年
の
事
故
で
、
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図
解
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た
負
傷
部
位
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一
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究
４５
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わ
れ
土
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「死
ん
だ
ふ
り
」
よ
り
応
戦
を

て
い
く
場
合
が
あ
る
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⑦
脅
し
に
、
瞬
時
に
人
に
突
進
し
て

人
の
数
厨
前
で
止
ま
り
、

一
瞬
ほ
え
る

な
ど
す
る
。
ま
た
、
瞬
時
に
後
退
し
、

や
お
ら
歩
い
て
去
る
こ
と
が
あ
る

③
ク
マ
の
以
前
か
ら
の
生
活
地
で
（

今
も
周
囲
に
草
木
が
あ
り
、
し
か
も
人

が
危
害
を
加
え
な
い
と
分
か
れ
ば
、
平
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そ
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に
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と
し
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こ
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が
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に
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人
間
は
ど
う
対
応
す
べ
き
で
し
ょ

う
ｏ
距
離
が
３０
研
ぁ
れ
ば
ご
環
ず
は
安

心
で
す
。
不
意
の
出
合
い
を
避
け
る
た

め
早
く
人
が
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
も

ら
う
の
が
肝
心
「
サ
サ
や
ぶ
、
見
通
し

の
悪
い
道
で
は
笛
を
吹
い
た
り
「
ホ
ッ
、

ホ

ツ
」
と
声
を
上
げ
ま
す
。

母
グ
マ
が
わ
ざ
わ
ざ
幼
い
子
グ
マ
を

連
れ
て
人
や
車
に
近
づ
い
て
来
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
⑤
の
パ
タ
ー
ン
に
該
当

し
ま
す
。
こ
の
行
動
を
、
私
は
子
グ
マ

に
人
間
の
こ
と
を
教
え
て
い
る
、
と
思

う
の
で
す
。
母
子
の
間
に
割
つ
て
入
る

の
は
危
険
で
す
。
母
子
は
そ
の
後
ヽ
⑥

の
行
動
に
移
り
ま
す
。

④
⑤
③
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動
が

「人
を
恐
れ
な
い

新
世
代
グ
マ
」
な
ど
と
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ス
コ
ミ
で
表

現
さ
れ
ま
す
が
、
見
当
外
れ
も
甚
だ
し

γ

計

ら
年

争
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ξ
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行
動
で
す
。
登
画
道
な
ど
で
は
穏
や
か

に
声
を
か
け
、
３０
肺
の
距
離
を
保
つ
て

回
，
道
す
れ
ば
間
慧
ぼ
起
き
ま
せ
ん
。

Ｏ
の
行
動
に
対
し
て
、
走
っ
て
逃
げ

る
な
ど
の
大
き
な
動
作
は
禁
物
。
気
を

強
く
持
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、
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を
構
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、
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覚
悟

を
決
め
て
く
だ
さ
い
「
ゆ
っ
く
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後
ず

´
さ
り
す
る
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で
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。
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業

舞
覇
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に
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取
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し
た
結
果
、
こ
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で
助
か

つ
た
と
い
う
方
は
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ロ
で
し
た
っ
戦
う
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あ
り
ま
せ
ん
¨
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予

髭
藁

駆

末
期
の
１
８
６
４
年
、
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
斜
里
町
で
ア
イ
ヌ
民
族
の
青
年
が
至

謳

繋

暮

い
、
死

減

り
感

か
ら
頭
に
か
け
て
２
、
３
回
ガ
リ
ガ
リ

か
ま
‐れ
左
耳
が
も
ぎ
取
ら
れ
た
。

１
９
２
５
年

（大
正
１４
年
）
、
釧
路

管
内
厚
岸
町
で
男
孫
摺
一２
度
か
ま
れ
、

も
う
駄
目
だ
と
判
断
し
て
起
き
直
り
、

ナ
タ
を
ク
マ
の
顔
面
に
た
た
き
っ
け
る

と
ク
マ
は
逃
げ
た
。

３６
年

翁

稗

準

γ

対

言

６

く

厚
岸
町
で
、
被
害
者
は
イ
歳
の
男
性
。

医
命
繋
駅

″墓
堡
郡
位
の
図
解
を
残
し
て

い
ま
す
。
頭
部
↑
顔
面
、
両
腕
、
胸
、

背
中
、
腰
な
ど
、
傷
は
５８
カ
所
に
も
な

皇

た

。

死
ん
だ
ふ
り
を
し
て
も
、
こ
の
よ
う

な
攻
撃
を
受
け
る
の
で
す
。
あ
な
た
は

黙

っ
て
耐
え
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
す

・か
。
ほ
か
の
人
に
も
勧
め
ま
す
か
。
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